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【背景・目的】女子高校生の多くはふつう体型（Body Mass 










【方法】被験者は新潟県立 O 高等学校に在籍する 1 年お















あった。そのうち、BMI が 25 kg/m2未満のやせとふつう
の生徒の割合は 85.9%（52 人）であった。太っていると
思っている群の平均 BMI は 22.6±2.7 kg/m2（平均±標
準偏差）であり、対照群の 20.4±1.8 kg/m2よりも有意に






（p = 0.0058）、主食を抜いたりする者の割合も 11.1％と




間食を食べる頻度が少なかった（33.3％、p < 0.001）。 
自分が太っていると思っている群の「自分の標準体重」
を知っている者の割合は 22.2%と対照群の 39.4%より低
かった（p = 0.0165）。 
 





     
      
























いると思っていない生徒よりも平均 2.2 kg/m2 高かった。
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